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1　はじめに

本稿の目的は、ブリュッセルに次ぐベル
ギー第二の都市、アントワープにあるア
ントワープ王立芸術アカデミー（Antwerp	
Royal	Academy	of	Fine	Arts、 以 下 ア カ デ
ミーと略する）・ファッション学科（Fashion	
Department）における教育の特徴と、そこ
で教育を受けたデザイナーへの影響について
考察することである。具体的に取り上げるの
は、1）アカデミーの教育、2）アカデミー
への留学生で、国際的に活躍する日本人デザ
イナー、パタンナーの意見、3）アカデミー
に関係する、世界的に成功を収めているデザ
イナーの活動、の 3 点である。

私自身がアカデミー出身であるため、言う
なれば自らの原点に立ち返ることで、アカデ
ミーで学んだことが実社会でどのように役
立ってきたかを振り返り、何がメリットで、

また何がそうでなかったかを確認したい。本
稿においては、教育と実社会での現実との関
係、またはファッション・デザインとファッ
ション・ビジネスの関係について整理し、自
らの経験にも向き合いながら、デザイナーと
して、そしてファッション・デザイン教育
者としての両方の側面から未来のファッショ
ン・デザイナー育成に貢献したい。またアカ
デミーを卒業したアジア人にも注目しなが
ら、ヨーロッパのファッション・デザイン教
育と、アジア、とくに日本との違いを明らか
にすることで本学でのファッション・デザイ
ン教育にも還元したい。これらによって、よ
り深いレベルでの学生理解につながり、彼ら
の今後のキャリア形成に役立つ内容になると
考える。

要旨
本稿の目的は、ベルギー第二の都市、アントワープに位置するアントワープ王立芸術アカデ

ミー・ファッション学科における教育のあり方を明らかにし、その影響を受けていると想定さ
れるデザイナーについて考察することである。まず、実体験にもとづいたアカデミーの教育に
ついて述べる。つぎにアカデミーへの留学生で、各国で活躍する 3 人の日本人デザイナーある
いはパタンナーのインタビュー内容を分析する。最後にアカデミーを卒業したり、アカデミー
と深い関わりを持つ世界的に成功を収めたデザイナーの活動とスタイルについて紹介・分析す
る。本稿では、教育と実際のファッション界の現実との関係、またはファッション・デザイン
とファッション・ビジネスの関係について整理し、自らの経験にも向き合いながら、デザイナー
として、そしてファッション・デザイン教育者としての両方の側面から未来のファッション・
デザイナー育成に貢献したい。
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2　	アントワープ王立芸術アカデミー

2.1　沿革　
アントワープ王立芸術アカデミーは 1663

年に設立された王立の芸術学院である。350
年以上と歴史は長く、ヨーロッパでは、ロー
マ、パリについで 3 番目に古い芸術大学で、
数多くの有名なアーティストやデザイナーを
輩出している。現在は、写真、グラフィッ
ク・デザイン、ジュエリー・デザイン／金工、
ファッション、コスチューム・デザイン、美
術、保存修復の学科がある。設立の経緯はフ
ランドル地域がスペイン統治下にあった時代
に、宮廷画家であったダフィット・テニール
ス（David	Teniers,	1610-1690）とテオドア・
ボエイヤーマンド（Theodoor	Boeyemans,	
1620-1678）が当時のスペイン王フェリペ
4 世に芸術学院の必要性を伝えたことに始ま
る［Royal	Academy	of	Fine	Arts	Antwerp の
HP より］。

19 世紀半ばに画家のフスタフ・ワッペル
ス（Gustaf	Wappers,	1803-1874）がアカデ
ミーの教授をしていた時代に、国際的に高い
評価を受け、ドイツやイギリス、北欧など、
各国から学生が集まることとなった。1885
年に画家のヴィンセント・ヴァン・ゴッホ

（Vincent	Willem	van	Gogh,	1853-1890）が
学んだことで有名になるが、その他、現代アー
ティストもヤン・ファーブル（Jan	Fabre,	
1958-） や パ ナ マ レ ン コ（Panamarenko,	
1940-2019）など数多く輩出している。

ファッション学科は 1963 年にメリー・プ
ライオット（Mary	Prijot,	1917-1998）によ
り設立された。プライオットは同じ時期に演
劇衣装学科（現コスチューム・デザイン学
科）も設立している。彼女はもともとファッ
ションや衣装の分野の出身ではなく、アー
ティストであり、ベルギー生まれだがイギリ
スにルーツを持つ家系であった。イギリス系
アーティストが初代学科長であったという点
もファッション学科が特別な存在となって

いったことの理由の一つであるに違いない。
プライオットはデッサンとコスチュームの歴
史にもとづいたファッション教育の基礎を築
き、アントワープ・シックス（Antwerp	Six）
やマルタン・	マルジェラ（Martin	Margiela,	
1957-）など、ベルギー・ファッションを
世界的に有名にしたデザイナーたちを教え
た。そこには、1982 年に学科長となったリ
ンダ・ロッパ（Linda	Loppa,	1948-）も含ま
れる。次節でも触れるが、プライオットが学
科長時に導入した規律正しいカリキュラム
は、時代の流れに合わせ少しずつ変化してき
ているとはいえ、現在も継承されている。彼
女の開放的なスタイルや生き様は尊敬の念を
込めて、「アントワープのシャネル」（Chanel	
Van	Antwerpen）と呼ばれている。

その後、ロッパが学科長在任中の 1985
年 に は、 ア ン ト ワ ー プ・ シ ッ ク ス の 1 人
でアヴァンギャルド系デザイナーのウォル
ター・ヴァン・ベイレンドンク（Walter	Van	
Beirendonck,	1957-）が教員として加わる。
彼のファッションに対する自由なアプローチ
と、そのブランドが放つリベラルな雰囲気に
惹かれて、世界各国から学生が集まった。

1990 年代後半から数多くの卒業生たちが
伝統あるヨーロッパの老舗ハイブランドの
ディレクターやデザイナーになって世界的な
人気を博するブランドに仕立てた。彼らの活
躍によって、アカデミーに優秀な学生がさら
に集まるというスパイラルが生まれた。ロッ
パの後任としてベイレンドンクが学科長と
なったが、彼も 2022 年に退任したため今後
の動向が注目されるところである。

2.2　ファッション学科のカリキュラム
ファッション学科は 4 年制で、卒業する

と日本でいう修士号が得られる 1)。私が在学
した 1998 〜 2002 年当時は 2 年で学士の
称号を獲得できた。

授業カリキュラムは一般教養分野とファッ
ション・デザイン分野の 2 部に分かれており、
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一般教養分野は 1 年生から 4 年生まで続く
が修士課程の 3、4 年生になると、徐々に
ファッション以外の講義科目は減っていく。
1、2 年次には哲学や美術史に関しても深く
学んだ記憶がある。入学当初はあまり理解で
きなかったが、美術史や現代アートなどの教
養科目がファッション・デザイン分野に設け
られていることは重要である。なぜなら、アー
ティストやデザイナーなど、クリエイター職
には知識のインプットが不可欠であり、その
得られた知識に触発されて作品を生み出すこ
とができるからだ。

哲学や文学など文献ベースの科目はすべて
オランダ語で行われるため、留学生にとって
は内容を理解することはきわめて困難であっ
たが、ファッション・デザイン分野の科目で
力を発揮していれば、夏季休暇期間中に補講
や追試という形で対応してもらえた。そのよ
うなヨーロッパ独特と思われる寛大な対応が
なければ、オランダ語を話さない多くの学生
が無事に卒業するのは困難を極めたであろ
う。しかし、ファッションの科目で力が出せ
ないと、いくら一般教養の科目で成績が優秀
であってもまったく評価されないという厳し
い世界でもあった。

学生であっても 1 人のデザイナーとして
扱われ、革新的なデザインを生み出して発表
していかないとアカデミーに残って学ぶこと
は許されない。アカデミーの方針自体は緩急
がある世界というか、必要不必要が選別され
ている世界であり、すべてにおいて秀でる必
要はなく、ファッション・デザイン領域で最
終的に結果を出すことが重要であり、日々の
すべてに正解不正解は求めていないように私
には映った。なぜなら、クリエイティビティ

（創造力）とは、日々追い立てられている中
から生まれるものではなく、余裕のある中か
らしか生まれないからだ。芸術とは豊かな
精神の上にしか成り立たないということを深
く理解しているからこそ打ち出されたアカデ
ミーの方針なのかもしれない。そして、ファッ

ションも芸術の一つとして考えられている点
もアカデミーの特徴といえる。

一般教養科目の中で、ファッションをキャ
リアにするにあたり、大変役に立った科目が
あった。それは週に一度行われていたヌー
ド・デッサンだ。毎回 3 時間の授業では男
性モデルまたは女性モデルが裸体でポーズを
とる。そしてそれを学生たちが描くわけだが、
初めは数十秒から数分のインターバルでモデ
ルがポーズを変えていき、学生たちはポーズ
ごとに新たなスケッチを素早く描いていく。

これを授業開始後の 20 分程度行い、その
後は長時間の本格的なドローイングに入って
いくのだが、そのときは実物大での人体を描
けるように特大の 2m の紙を使用した。これ
を毎週行うことのメリットは大きい。なぜな
ら、ファッションの原点とは身体に服を乗せ
ていく行為であり、実物大での体を描くこと
では、形や細部まで体を知り、リアルスケー
ルで体を捉えることができるからである。体
を捉えるという意味において、実物大のヌー
ド・デッサンと服を身体に乗せるのとは同じ
行為といえる。つまり、実物大でのデッサン
は、同サイズで服を作る行為に直結している。
しかも、服を作るよりもはるかに短い時間で
完結させることが可能である。さらに、受講
生には絵画科や彫刻科の学生もいるので、彼
らのレベルの高さや異なるアプローチ方法な
どに感化されて、ヌード・デッサンそのもの
の技術も当然向上する。

２.3	　	ファッション学科 1 年生カリキュ
ラム

アカデミーは 4 年制の大学であるが、1 年
生のプログラムがもっとも重要で特徴的とい
える。定員は毎年約 60 名。年齢や国籍はさ
まざまである。ヨーロッパやアジアからの留
学生も多い。高校を飛び級で卒業した学生も
いるので、各国から 17 歳くらいから 30 歳
くらいまでの幅広い年齢層が入学する。1 年
を通してのプログラムはデザインの授業を中

国際ファッション専門職大学紀要FAB.indb   36 2023/04/14   16:17:58



37

FAB	vol.	4	2023

心に行われる。造形、つまりパターンの授
業は単体で独立して行われるわけではなく
ファッション・デザインと連動して行われる。
デザインとパターンの授業の両方を通して
1 年間で 3 つのルックを作り上げる。その 3
ルックはスカート、ドレス、エクスペリメン
タル（実験的ドレス）で構成される。この 3
ルックは独立しており、連動しているコレク
ションとは成っていない。また、最終のアウ
トプットとしては、モデルが実際に着用でき
るアイテムとしてそれぞれを制作し、縫製面
からも高い技術が求められる。デザイン画や
シーチング（sheeting）単独での課題提出は
存在しない。

1 年生が制作する 3 ルックそれぞれには独
立した役割がある。スカートは衣服を構成す
るうえでもっとも簡単なアイテムであるか
ら、初めての衣服制作への導入としては適し
ている。なぜなら、スカートを構成する要素
は、言わば体を覆う一つの筒だからである。
これがパンツとなると足は 2 本あるため、2
つの筒で構成されることになる。さらには上
衣ともなると胴体と頭部に対し、腕が 2 本
つくので 3 つの筒で構成されることになり、
さらに複雑になる。そのような観点からみる
と最初に制作するアイテムとしてスカートは
最適である。

実際、入学してから 1.5 〜 2 ヶ月の間は
ひたすらスカートのデザイン画を描き続ける
こととなる。ありとあらゆる側面からスカー
トの調査をし、デザイン画を描いていく。そ
のデザイン画を教師に見せ、1 対 1 での対話
を通して意見交換とブラッシュ・アップを繰
り返しながら、スカート・デザインを描き続
ける。当然のこととして、デザインのアプロー
チ方法や好みは各学生により異なるので、学
生全体で同時に進めるのは不可能であり、そ
れぞれの能力を最大限に引き上げるために個
別指導によって進めていく。

教師と学生間のデザイン画の個別指導は約
2 ヶ月かけて行う。そこで描き上げた膨大な

数のデザイン画から 1 枚のデザイン画を教
師と話し合って選択し、実際にシーチング生
地（試作用コットン素材）を使い形にしてい
く。ある程度時間をかけて進化に進化を遂げ
たデザイン画は、もはやスカートの範疇に収
まらず、立体アートのようなデザインと化し
ている。制作することが可能なのか不可能な
のかさえもわからないままにデザイン画を描
き続け、1 枚が決定すると次のステップとし
てそのデザイン画がパターンの授業に持ち込
まれ、次はパターンの教師とともに制作を進
めることとなる。そして、縫製仕様にもこだ
わりながら、最終的には着用可能なシーチン
グのスカートを完成させる。スカート制作の
タイム・スケジュールは、入学して授業が始
まる 10 月からクリスマス休暇までの前期約
3 ヶ月間である。この間デザインに 2 ヶ月、
シーチングの制作に 1 ヶ月をかける。使用
する素材としては、全員が同素材のコットン・
シーチングを用いて制作する。コットン・シー
チングを素材として使う理由はもっとも安価
で扱いやすい素材だからだ。

パターンの授業においては、デザインの授
業で描かれた芸術作品のようなスカート、す
なわち課題スカート・デザイン画を完成さ
せる間に基礎的なスカートを 1 枚だけ縫う。
支給されたパターンをもとに裁断し、縫製手
順を教わりながら縫っていく。4 年間の学生
生活を通し、全学生が同じものを作るのはこ
の「ベーシック・スカート」だけである。そ
のベーシック・スカートの縫製が完成する頃
にデザイン授業で最終的なスカート・デザイ
ンが決まり、これがパターン授業に持ち込ま
れ、パターンの教師の指導のもとで「デザイ
ン・スカート」を完成させていくという流れ
となる。

日本のパターンメイキングの教育において
は最初に囲み製図といわれる平面作図法（ド
ラフティング）を習ってからベーシック・ア
イテムの製図を行うのが一般的であるが、そ
れを行わずに進めるのがアカデミーの特徴で
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ある。なぜなら、調べればすぐ分かるような
基本的なことは自ら調べることがもっとも効
率的であり、良しとされるのに対し、あまり
知られていない問題については授業中に教師
とともに解決すべきであると考えられている
からだ。そこにアカデミーの存在理由がある
ことは、次第に理解できてくる。

デザイン・スカートは単に縫い合わせれば
いいというわけではなく、デザイン構成面と
縫製技術面の両方から高い質が求められる。
そして、デザインとパターンの授業は連動し
ているため、デザイン画の評価が良かろうが
画力が高かろうが、最終のアウトプットであ
るスカートが基準に達していなければ高い評
価は得られない。つまり、いくらデザインに
真摯に向き合っていいデザインを描き続けバ
ランス感覚やアイデアが良かったとしても、
最終評価はアイデアや画力だけでは不十分
で、造形、つまりパターンの授業で制作され
る服そのものに求められる。逆に言うと、入
学後全員がデザイン画を描き続けた結果、画
力は全員上がっているため、デザイン画だけ
では優劣がつかないのである。

スカートの次に制作されるルックがドレス
である。ドレスと聞くとシックなイブニング
を想像するが、ここでいうドレスとは全身を
覆う衣服を意味する。ドレスに関しても全員、
同じ素材（コットン）で制作する。コットン
を使用する理由は上述のスカート同様にもっ
とも扱いやすい素材であるからだ。ただし、
年代によってコットン・デニムになったり、
カラー・コットンになったりする。

私の在籍時代はスカートで使用したコット
ン・シーチングを、小売店で一般に市販され
ているダイロン（DYLON）という染料を使
用し、学生自身が染めを行った。当時住んで
いたアパートのバスタブに熱湯を入れ約 20
ｍのコットン・シーチングをやけどしながら
染めたことが懐かしく思い出される。

ドレスもスカート同様、調査をしながら
ありとあらゆる側面からデザイン画を描き

続け、教師との対話を重ねて時代に合った 1
体を探し、スカート同様に体を覆う立体アー
ト形状にまで昇華させる。体を覆うには可動
域の観点から、独立させた足や腕の要素、つ
まりパンツや袖の要素が出てくるのだが、そ
れらの構成要素に関しては教えてもらえな
い。学生の中には、袖があるドレスを制作し
ている学生もいれば、下半身で二分割される
ツナギのようなドレスを制作している学生も
いる。当然、こうした要素を含まないドレス
を作っている学生もいるため、全員に袖など
の衣服の構成要素を説明する必要がないから
だ。ここでも最終のアウトプットは縫製制作
されたドレスとなるのだが、限られた制作期
間に高質な成果を求めるために不必要なこと
はあえて伝えないというきわめてヨーロッパ
的な方針が認められる。袖やパンツの要素を
加えたいなら自ら調査して文献を読み漁りな
がら進めるしかない。当然これに賛否はある
であろうが、私の経験からすると、効率的に
情報の取得方法が身につくやり方だと評価し
たい。私の場合、とにかく服作りのことを知
り、デザイナーになりたい一心であったので
そういった調査も大変ではあったが、知るこ
とでより服作りの理解が進み、作れるように
なっていくことがとてもうれしかったことを
思い出す。

ドレスのデザインを進めている間、並行し
てパターンの授業ではスカートを縫製面から
の完成に向け制作しているが、デザインの授
業でドレスのデザインが決まると、今度はド
レスがパターンの授業に持ち込まれドレスを
制作する流れとなる。スカートと同様に絵に
描いたデザインを立体として完成させアイテ
ムとして落とし込んで初めて評価される。

3 つ目の課題はエクスペリメンタルと言わ
れる実験的ドレスだ。この課題が始まる頃に
は、入学してからすでにある程度の時間が経
過していて全学生が一丸となって困難を乗り
越えてきたという一体感が競争意識よりも強
まっている。進級試験となるファッション・
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ショーも近づいていて、次年度をも見据えた
制作となる。

今まで形やボリューム感のみにこだわって
制作を行ってきたが、ここで初めて素材に向
き合うこととなる。1 体目のスカート、2 体
目のドレスは、素材に関しては学校の指定す
るコットン・シーチングで、素材を自由に選
ぶことはできなかった。その理由は素材を全
員同じにすることで、デザインの構成要素の
中の質感に頼らずに形、すなわちシルエット
のみに集中させるためであった。

この課題には、テキスタイル以外の素材を
使用して身体を覆うという実験的な狙いがあ
る。たとえば紙やビニール、粘土やパスタな
ど、もしくはそれらの組み合わせなど、シル
エット（形）以外の要素としての素材の可能
性を探る。物を構成する要素には質感もきわ
めて重要な要素であるということをここで初
めて学生に実感させるのである。実験的素材
を用いた立体造形を身体にまとうとなると
アートスクールの体が強いが、それはファッ
ションとしての実験的ドレスでなければなら
ない。つまり、あくまでも「今」を感じさせ
るアイテムでなければならない。

進級の可否を決めるのは 1 年生から 4 年
生まで合同で行われるファッション・ショー
である。ファッション・ショーは有料で、各
国メディアやスカウト、バイヤーがこぞって
ショーを見に来る。私が在籍した当時は、現
在よりも大きく設営された巨大なランウェイ
に集まる数千人規模の聴衆の前で、有名モデ
ルに作品を着せてキャットウォークをしても
らった。1 年生といえどもショーを構成する
1 体を発表する場が与えられるため、立場と
責任が問われるのである。美しいモデルに衣
服を着せて音と光で構成された空間を歩いて
もらうだけで、見る側と作る側の間に言葉に
できないコミュニケーションが生まれ、感動
を共有できるのだということを実感できたの
は、その後の私のキャリアに計り知れない貴
重な経験になった。また日本からテレビ番組

の「ファッション通信」（BS テレビ東京）が
取材に来て、一連のショーを撮影していた。
夏季休暇期間に帰国した際、バスタブで染め
た自作のドレスがテレビに映し出されたとき
の感動は今でも忘れられない。

2.4　ファッション学科2年生カリキュラム
2 年生はヨーロッパの歴史衣装がテーマで

ある。各学生が書物や写真集、または歴史的
絵画の中から 1 点だけ気に入った写真や肖
像画を選び、その人物が着用している当時の
衣装を再現していく。再現といっても、単に
見た目だけを真似して作ればいいというわけ
ではなく、下着やペチコート、バッスルに至
るまですべてをインターネットや書物を徹底
的に調査し、それらの素材や構造の特徴まで
も忠実に再現していく。最終的にこの歴史衣
装もファッション・ショーで見せるが、私が
在籍していた当時は歴史的人物が現代に帰っ
てきたようなイメージを再現するために素材
の色はモノクロームに限定されていた。また、
歴史的衣装の素材と聞くと高価なものを想像
しがちだが、安価な素材を用いての加工や工
夫から、当時に近い雰囲気を出していくこと
も認められている。パターンの授業ではこの
歴史衣装の再現に 3 ヶ月かける。つまり 10
月に学校が始業してクリスマス休暇までの期
間である。

私が在籍していた当時は今ほどインター
ネット上に情報がなかったために、図書館で
関連文献を片っ端から見ていく、またはアー
ト系ブックセンターに入り浸ったり古本屋で
徹底的に関連書籍を探したりしなければなら
なかった。この過程で調査の方法が身につい
た。何かを制作するには最初の取り掛かりと
して調査することがとても大切だ。情報の取
捨選択を行うのはもちろんのこと、直接関係
のない文献に目を通すことも大切であること
がわかった。なぜなら、2 年生ではこの歴史
衣装の再現の課題に引き続き、5 体のスモー
ル・コレクションを作る必要があり、こうし
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た調査によって歴史衣装の再現に直接関係の
ない書籍から、コレクション制作におけるイ
ンスピレーションも得られる可能性があるか
らだ。さらに、この調査を通しヨーロッパ史
について知ることもできる。たとえば再現衣
装としてフランス農夫の写真を選んだ場合、
当時の農業背景や農夫の地位についても知り
得るだろうし、また、現代との違いを知るう
ちに 5 体のコレクションに関するヒントが
見つかるかもしれない。

歴史衣装の再現をパターンの授業で行って
いる間、デザインの授業ではメイン課題の 5
体のデザイン決定に向け、各自ドローイング
を細部まで繰り返す。そしてクリスマス休暇
前にコレクションのテーマと実際に制作する
5 体が決定し、年明けから制作に取り掛かる。
コレクションのテーマは自由であるが、パ
ターンの授業で歴史衣装の再現を行う過程で
多くのヒントがあるので、そこからテーマを
見つけていっても良い。自らが惹かれるテー
マからデザインをスタートさせ、衣装再現を

通して得たテクニック面からの知識をコレク
ション制作に転換しても構わない。たとえば、
当時のテーラード・ジャケットのカッティン
グ方法を用いて、現代風シルエットのテー
ラード・ジャケットを作るなど、コレクショ
ン制作における思考の構築アプローチ方法は
あくまでも自由である。

自らの名前を冠した 5 体のコレクション
は、モデルが着用しランウェイ形式のショー
で披露される。各国からメディアやジャーナ
リスト、またはバイヤーが来ているので将来
のキャリア形成に向けての大いなるチャンス
となり、必然的に学生たちの制作にも熱が入
る。

2.5　ファッション学科3年生カリキュラム
3 年生の課題テーマは民族衣装である。仕

組みは 2 年生と同じであり、学生各自が気
に入った民族衣装を 1 体選び、その再現の
過程の中からヒントを見つけてメインコレク
ションを完成させていくという流れになる。

　　　

写真 1,	2　三木勘也（執筆者）3年次作品
（ 出 典：Ledematen, Medematen, Knack Weekend, 2001 年 9 月 11 日 号、https://weekend.knack.be/
magazine/ledematen-medematen/）
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そして、3 年生は 8 体のメインコレクション
を完成させる。年度初めの 10 月に各自が好
きな民族衣装を 1 ルック選びそれを再現す
る。2 年生の歴史衣装では時間のベクトルを
探り、3 年生では空間のベクトルを探ってい
く。これに関してもさまざまな文献や写真集
を参照することになるので民族衣装における
情報や知識が必然的に深まる。

しかしながら、民族衣装の再現は歴史衣装
の場合ほど簡単にはいかない。なぜなら歴史
衣装の文献は比較的入手しやすいが、民族衣
装の文献は手に入りにくく、図書館や古書店
でも見つけにくいからだ。そのため、博物館
や特別な資料館で調べたりして情報を得る必
要が出てくる。私の場合は中国の長角ミャオ
族の民族衣装を再現した。夏季休暇で帰国中
に大阪の国立民族学博物館をはじめ、多くの
博物館や図書館を訪れた。中国の長角ミャオ
族の民族衣装を再現する過程でさまざまな気
づきがあり、コレクション制作を行ううえで、
イメージ作りに大いに役立った。

長角ミャオ族は頭部を大きく見せるため、
髪に角を付けるスタイルが特徴である。そこ
から発想を得て、体そのものを変えることを
デザインコンセプトとし、各ルックにマネキ
ンの手や足を服に取り込み制作した（写真 1,	
2）。

パターンの授業で民族衣装の再現が行われ
ている間に、デザインの授業ではメインコレ
クションの 8 体のデザインを完成させてい
く。約 3 ヶ月のデザイン期間を経て、クリ
スマス休暇明けの年明けから自らのコレク
ション制作を行っていく。最初は全員同時に
1 体目に取り掛かるが、その後は各自のス
ピードに合わせて進んでいくこととなる。誰
がどのような制作を進めているかなど、進行
状況が学校に行くとわかるため、学生同士お
互いに刺激を受けながら競争意識が高まって
いく。明確なコンセプトをもとに各々が違っ
た方向性で進めているので実際には周りはあ
まり気にならないのだが、学生が一度に会し

てアトリエで作業を進めることで時間管理へ
の意識は高まる。

2.6　ファッション学科 4年生カリキュラム
4 年生は自由課題で、自らのテーマにもと

づき 12 体のコレクションを制作する。週に
1 回程度スケッチブックをもとに教員と話を
進めていく。私の場合、指導教員は 2.1 で言
及した伝説的な教師、リンダ・ロッパであっ
た。彼女は、毎シーズン、パリで多くのコレ
クションに招待されて現地のショーを実際に
見ているため、彼女を通して得られる情報は
インターネットでの情報もあまり取れなかっ
た当時の私にはとても価値があるものであっ
た。彼女との会話から、コレクションのイメー
ジができあがっていった。

コレクション・スケッチを通し、12 ルッ
クが決まれば、1 ルックずつ各自で制作を進
めていく。年度末のファッション・ショーに
はフランスの老舗ブランドからのヘッドハン
ターや各国からのジャーナリストが数多く来
る。この卒業ショーを通して大手ビッグメゾ
ンに入り、入社後数年でディレクターとして
活躍する先輩や、ここで浴びた注目を上手く
メディアに載せて利用し、自らブランドを起
こそうとする卒業生の実例を見てきているの
で、当然制作の熱量は上がる。自らのキャリ
ア形成のため、または世界メディアに向けて
自らのクリエイションを発表するための絶好
の機会をアカデミーが与えてくれるのであ
る。

入学当初約 60 名の学生が在籍するアカデ
ミーだが、卒業する頃には 10 名を切ってい
る場合もある。では、なぜ学生たちは厳しい
大学生活を送るとわかっていながらアント
ワープで学びデザイナーを目指そうとする
のか。その理由は各自さまざまであろうが、
1 年生からいきなり大規模なファッション・
ショーに参加する機会を与えられることが大
きいと考えられる。つまり、自らの名前でコ
レクションを発表するプロのデザイナーさな
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がらの 4 年生とともに初年度からいきなり
ショーに参加ができるということは、デザイ
ナーとしての生活が疑似経験できるというこ
とでもある。そして、初年度から各国のジャー
ナリストにインタビューを受けたり、有名バ
イヤーと話す機会があったり、または上級生
がヘッドハンティングされる様を見たり、さ
らに卒業後すぐに若くして成功を収めるデザ
イナーを見ると、自らのキャリアのイメージ
が生まれるからであろう。学生たちがレベル
の高いクリエイションを生み出す理由は、ア
カデミーのファッション・ショーで世界的に
評価を得られれば、次のステップとしてプロ
の世界がパリで待っているからに他ならな
い。

3　日本人卒業生によるアカデミー観

本章では、日本人のアカデミー卒業生 3
人に行ったインタビューにもとづいて、彼ら
のアカデミーについての意見を紹介したい

（インタビュー内容は別記参照）。
インタビューの対象は岡部裕輔（2002 年

度卒業、47 歳）、瀬尾英樹（2005 年度卒業、
48 歳）、堀内太郎（2007 年度卒業、40 歳）
の 3 氏である（年齢はインタビュー当時）。
彼らを選んだ理由は、全員が卒業を経てそれ
なりの期間が過ぎ、実社会のファッション業
界を経験しており、また、それぞれが異なる
国で違う仕事をしているのでファッション界
に対してさまざまな視点からの意見が聞ける
と考えたからだ。岡部氏に至っては私も同級
生としてともにアカデミーで 4 年間を過ご
した仲でもあり、実体験ともリンクさせて考
察できると考えた。もう一つの理由として、
卒業年度も近く、アカデミーを世界に認知さ
せ、多くの有名ファッション・デザイナーを
輩出した学科長ロッパのもとで卒業をしてい
ることを指摘しておきたい。

まずは 3 人の現在の仕事について記す。
岡部氏は今もヨーロッパに残り、ミラノの

ファッション・ブランド、ボッテガヴェネタ
（Bottega	Veneta）でシニア・パターンメー
カーとして働いている。瀬尾氏もヨーロッパ
に残り、パリのブランド、アズディン・アラ
イア（Azzedine	Alaia）でデザイナーとして
働く傍ら、自らもアーティストとして活動し
ている。堀内氏は東京で自らのブランドを運
営する他、国内大手グローバルブランドの
ディレクターも荷っている。それぞれの視点
から三者三様の意見が聞けるはずだと考えて
インタビューを申し込んだ。

質問した項目は、1）アカデミーで学んだ
理由、2）印象に残っているエピソード、3）
入学後の印象、4）アカデミーで学んだこと
で仕事に役立っている点、5）多くの卒業生
が独立系デザイナーやヨーロッパの老舗メゾ
ンのクリエイティブ・ディレクターとして活
躍している理由、6）アカデミーではクリエ
イション教育が中心で、ファッション・ビジ
ネスは教えないにもかかわらず、ビジネスで
も成功しているデザイナーが数多くいる理
由、の 6 点である。質問の後に 3 人の意見
を紹介し、私のコメントを付け加えている。

3.1　アカデミーで学んだ理由
岡部：オーストラリアでファッションを学ん
でいたが、次のステップへ行くに当たりヨー
ロッパへ渡るか日本で学ぶかの両方を検討
し、日本人もアカデミーで学ぶことができる
ということを日本の雑誌で知ったため留学を
決断した。
瀬尾：日本でグラフィックデザイナーとして
働いていた当時、旅で各国へ訪れた際に国の
違いをもっとも象徴するものとして服の存在
に改めて気づき、服を作りたいと思うように
なった。アントワープの街のサイズ感が、何
かを学ぶには最適だと考えた。
堀内：イギリスで写真を中心にアートを学ん
でいたが、写真を撮る際に被写体に着せる服
に注目するようになり、アカデミーの卒業
生であるマルタン・マルジェラのアートと
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ファッションを融合した作風に惹かれ、アカ
デミーで学びたいと考えるようになった。
三木：私の場合は、岡部氏と同様に雑誌で見
たことがきっかけだ。インターネットも黎明
期でファッションの最新の情報をカラーで見
るには当時は雑誌しかなかったので、おそら
く岡部氏と同じ雑誌を見たのだと思う。それ
は集英社発刊の『MENʼS	NON	NO』という
男性向けファッション誌であった。その中に
アカデミーの卒業ショーの様子が載ってい
て、記事の最後に小さく日本人も入試に通れ
ば学ぶことができると書かれていた。私はア
メリカのサンディエゴの日系スーパーでそれ
を見て、学生のコレクションにとても感銘を
受け、そこで学びたいと考えるようになった。

それぞれがファッションに強く魅せられて
いて、積極的に情報を取りにいってアカデ
ミーに行きついたのであろう。

3.2　印象に残っているエピソード
岡部：入学してそれほど時間が経っていない
1、2 年生の頃に見た 3、4 年生の上級生の
作品のレベルの高さに驚いたこと。
瀬尾：初めてアカデミーの入試を受けた当時、
日本の美大卒であったので、石膏デッサン課
題では誰よりも上手く描けていたが、不合格
となったこと。また隣で試験を受けていた学
生が石膏デッサンの課題であるのにドクロを
描いて受かったこと（瀬尾氏は 2 回目の受
験で合格）。
堀内：ファッション・ショーが終わった翌日
に行われる卒業生以外の全学生を集めて行わ
れる進級結果発表。
三木：私もそれぞれのエピソードをよく記憶
している。入学当時、まだクリエイションそ
のものを模索している頃に、制作中の上級生
の作品をアトリエで見て（アトリエは通路も
兼ねているため移動時に上級生の作品が必然
的に目に入る）、大変感銘を受けた。まだデ
ザインのノウハウを模索中の身としては、な
ぜそのような作品を生み出せるのか、そこま

での造形力や、デザインに対するアプローチ
方法などは生まれ育った国や環境からくるセ
ンスの違いであって、洋服に起源を持たない
アジアから来た身としては、その差は埋める
ことはできないのでは、と愕然とした記憶が
ある。しかしそれは入学して間もなくのこと
であり、クリエイションそのものを理解して
いなかったからに他ならない。経験のない者
がプロセスを理解せず、最終の成果だけを見
ると、そのように感じてしまうのは当然のこ
とであったと思う。

入試に関して、私の場合は、白い石膏を見
ながらカラーパステルを用いてノリノリで
何枚も描いていたため、入試を終えた後に 1
年生担当の教員に逆に褒められた記憶があ
る。進級の結果発表もよく覚えていている。
とくに 1 年生から 2 年生に上がる際には半
数に減ることと、1 年生は学年全体の合同で
の発表であるが、2 年生に進級すれば各々の
名前でコレクションを作り、ショーでアピー
ルすることができるため、合否発表の際には
歓喜の声が上がっていたことはよく覚えてい
る。

3.3　入学後の印象
岡部：学校の規模が小さいと思った。
瀬尾：60 人が入学して卒業生が 7 人であり、
学生間の競争意識やジェラシーは独特の環境
であった。
堀内：基本的なパターン作成や縫製に関して
ほとんど教えてもらえないことに驚いた。
三木：私もそれぞれに同様のことが思い出さ
れる。瀬尾氏の言われる競争心がすごかった
のは 2 年生までだったと記憶している。そ
れ以降はどちらかというと制作する物がまっ
たく異なってくるのでお互いにリスペクトの
気持ちがあったという印象もある。4 年生に
至っては、互いに困難な日々を乗り越えてき
た身であることへの尊敬と、その 1 年さえ
クリアすれば未来が開けている気がして、競
争よりも全員で卒業まで行こうというテン
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ションが強かった。

3.4　	アカデミーで学んだことで仕事に役
立っている点

岡部：クリエイションにおいて大切なことは、
自分を信じ、自分の中にある気持ちを信じて
もの作りに挑むことが重要であると学んだこ
とだ。
瀬尾：ファッションの歴史など、基本を学び、
そこから自らのコレクションにどう展開して
いくかに集中して取り組むということ。そし
てそれが、究極までに昇華できたときに、新
しいものにつながる。この発想方法はクリエ
イティビティを生業とする社会においても大
変役立っている（写真 3）。
堀内：精神力と忍耐力が付いたところ。とく
に 20 代という早い段階で厳しい環境を経験
したので、それ以降のさまざまな場面でもそ
の忍耐を持って対応ができている。
三木：ここでは、岡部氏と堀内氏は精神面を
あげている。クリエイションにおいては精神
の部分がとても重要である。昨日できたこと
が今日できるかという保証はまったくない。
イケてるかイケていないかの判断ができるの
は最終的には自分しかいない。それを信じら
れるかどうかは、最終的には通常の精神を保
てているかどうかにつながる。また、私も瀬
尾氏と同様に、特定の課題に取り組むことで
発想を刺激する方法は実社会でも生かされて
いると感じている。デザイン画を大量に描く
ことや、歴史衣装や民族衣装を自らのコレク
ション以外で制作しインスピレーションを得
ることなど、思考のプロセスの築き方に自ら
気づいたことが大変貴重であった。

3.5　	多くの卒業生がファッション業界で
活躍している理由

岡部：多くのデザイナーやディレクターに関
わってきたが、アカデミーを卒業したデザイ
ナーは現状に満足せずに、奢ることなく努力
を続けて進むからだ。

瀬尾：パリやロンドンという大きな都市から
TGV（Train	à	Grande	Vitesse:	フランスの高
速列車）で 2 時間という立地に拠点をおい
ていることが、客観性を持ちながらクリエイ
ションに集中して関わることができ、いい成
果が得られるのだと思う。
堀内：アカデミーに 4 年就学することで精
神面が鍛えられている。その精神的強さが最
終的には成功への重要な要素だと思う。
三木：ここでは全員内容は違えども、精神面
に触れている。卒業後、実社会に出てイケ
てるかイケていないかの熾烈な競争がある
ファッション界では、やはりメンタルの部分
が重要になってくる。メンタルを安定させな
いとコレクション制作は続けられないし、一
旦成功したからといっても、次から次に新た
な才能が出てくる世界で生き残っていくには
メンタルがもっとも重要な要素だ。奢った気
分などではいられない。

写真 3　瀬尾英樹　4年次作品
（https://www.demode.se/post/85707037720/the-
japanese-but-paris-based-designer-hideki-seo）
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3.6　	ファッション・ビジネスは教えてい
ないにもかかわらず、ビジネス面で
も成功しているデザイナーが数多く
いる理由

岡部：卒業後の会社での経験が大事であると
考えている。アカデミー出身者は売れてもク
リエイションに重きをおき、謙虚に取り組ん
でいるため成功につながっている。そして
チームのことを考えてクリエイションを行う
ことでさらに成功の加速度が増す。
瀬尾：ビジネスを担当するパートナーがいる。
それなくしては、ファッション・ビジネスは
成立しない。
堀内：欧米には才能に投資をしたいという人
や企業が存在し、その結果ビジネスが初動を
得て成功していく。
三木：岡部氏はここでもデザイナーの精神面
での重要性について述べている。それにとも
なって、チームのことを考えてビジネスを行
わなければならないと言及している。つまり
は三者ともにチームを作る必要性について述
べている。私もファッション業界で成功する
には、ビジネス・パートナーとともに進むこ
とが重要だと考える。なぜなら、クリエイショ
ンとビジネスの両輪を同時に回すことは、そ
もそも矛盾しているからだ。ビジネスだけを
考えると、そもそもデザインなどは必要では
ない。つまり販売のみを考えるとデザインを
せず、もっともシンプルな商品を作るのが最
適である。それはコストをかけないで行え
る。一方、クリエイションは、それとは真逆
の世界で、新たな時代に沿ったものを新しく
提案する世界だ。ビジネスとクリエイション
を、1 人の人間が行うとアクセルを踏みなが
らブレーキを踏んでいるような状態となり、
どうしても成果が中途半端となる。だからこ
そ、ビジネス・パートナーと組むことが大切
なのである。制作と販売を分けて考え、それ
ぞれがそれぞれのポジションでのベストを尽
くし、そこに落とし込むための最適な商品を
生み出していくことで、ビジネス面でも自信

をもって販売していけるからだ。また、双方
がせめぎ合い、話し合うことで究極のクリエ
イションが生まれる。つまり、それが「着や
すいが新しい」商品となるのである。

このインタビューを通して、三者それぞれ
がアカデミーで教育を受けたから今の自分が
あると考えていて、そして感謝していること
が伝わってきた。教育機関としてはハードな
環境ではあるのだが、その結果業界での成功
に近づけるのだから利に適っている。また、
ビジネスとなると新たな視点で取り組む必要
があり、自らの力で熱心に取り組むだけでは
ファッション界での成功に近づくというわけ
ではないという点も重要だ。ファッションは
アートではなくビジネスであるため、良い商
品を作ることと同時に、販売を重視し利益の
ためにクリエイションを削ぎ落していくこと
も必要だからだ。クリエイションとビジネス
が両輪となっているのがファッションであ
り、この両輪が回って初めて成功に近づける。

4　	アカデミーに原点を持つデザイ
ナー　

ここでは、世界的にクリエイションでもビ
ジネス面においても業界をリードしてきた、
アカデミー出身デザイナー 2 人とアカデミー
に関係が深いデザイナー 1 人について考察
し、それぞれのデザイン・スタイルと教育と
の関連性を探りたい。その 3 人とはデムナ・
ヴァザリア（Demna	Gvasalia,	1981-）、ラフ・
シモンズ（Raf	Simons,	1968-）、すでに言及
したマルタン・マルジェラである。

ヴァザリアは、2014 年に自身のブランド、
ヴェトモン（Vetements）でデビューし、そ
の後、フランスの老舗メゾンであるバレンシ
アガ（BALENCIAGA）のデザイナーとなる。
現代のファッション・スタイルである、ラグ
ジュアリー・ストリートスタイル（詳細は後
述）を作った中心的存在である。
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シモンズは、アカデミー卒業生ではないが
アカデミーとは深い関わりがあり、当時の
ファッション学科長であったロッパのアドバ
イスを受けて、自ら制作したコレクションを
1994 年にミラノコレクションで発表するに
至った。その後、わずか、1、2 年で一気に
世界的人気ブランドとして成長していった。
また、シモンズは自らのブランドを運営す
る一方、ジルサンダー（Jil	Sander）、クリス
チャンディオール（Christian	Dior）、カルバ
ンクライン（Calvin	Klein）、プラダ（Prada）
など数々のブランドのクリエイティブ・ディ
レクターとしても活躍してきた。その他、ポ
ロシャツ・ブランドのフレッドペリー（Fred	
Perry）やバックパック・ブランドのイース
トパック（EASTPAK）などの老舗のプロダ
クト・ブランドのデザインも行ってきている。

マルジェラもシモンズと同じゲンク生ま
れ、ベルギー系デザインの代表的なデザイ
ナーであり、世界的に有名になったアント
ワープ・シックスとは同級生にあたる。デザ
イン・スタイルはコンセプトを前面に打ち出
すスタイルで世界的に人気を得てきた。コン
セプトをもとに作り出されるアイテムは斬新
でアヴァンギャルドでありながら、余分なも
のはすべて削ぎ落とされているため、強く
クールであった。シーズンごとに打ち出さ
れる斬新なアプローチとアイテムは上述の 2
人をはじめ、後に続く数多くのデザイナーた
ちに多大なる影響を与えた。

4.1　デムナ・ヴァザリア
1981 年生まれ、旧ソビエト連邦グルジア

（ジョージア）、スフミ出身、2001 年家族で
ドイツへ移住、その後アントワープへ留学。

2015 年以降の現代ファッションを考える
にあたって、もっとも強い影響力を持ったの
はデムナ・ヴァザリアの他にないであろう。
もちろん、彼が打ち出したラグジュアリー・
ストリートスタイルの中で影響力を持った
デザイナーはヴァージル・アブロー（Virgil	

Abloh、1980-2021）をはじめ他にもいるが、
あくまでもヴァザリアが打ち出したスタイル
のカテゴリー内で影響力を持ったデザイナー
としてである。現代ファッションの流れその
ものを作り、今もなお、強い潮流の中にある
ラグジュアリー・ストリートスタイルは、ヴァ
ザリアが立ち上げてセンセーションを巻き起
こしたヴェトモンから始まったといって過言
ではないであろう。

ヴァザリアは 2010 年代半ば、あまり変化
がなく退屈であった当時のファッション界に
突如現れ、人々に現代ファッションのあり方
と楽しみ方を示した。ここで、ヴァザリアが
出てくるまでのファッション界でのスタイル
の流れについて少し触れたい。

1990 年代後半から 2010 年頃まで、ベル
ギーデザインと並行して一つの大きなスタイ
ルがあった。それは、ジョン・ガリアーノ

（John	Galliano,	1960-）とアレキサンダー・

写真 4　ジバンシー 1997	春クチュール
（デザイナー：マックイーン）	

（ 出 典：https://www.vogue.com/fashion-shows/
spring-1997-couture/givenchy/slideshow/
collection）
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マックイーン（Alexander	Mcqueen,	1969-
2010）が索引した、いわゆるイギリス系の
ファッション・スタイルである（写真 4）。
そのスタイルはロンドンのブリティッシュ・
テーラリングを基軸とし、2000 年代への未
知なる未来に向けての期待と不安が交差する
デカダンスな雰囲気をまとったイギリス独特
のクチュール・パンクスタイルであった。

彼らのデザインはアートとファッションの
垣根を取り払ったエッジなルックが特徴であ
り、まさにイギリス文化を象徴するようなス
タイルであった。それは時代を映す鏡であり、
もっとも革新的であったため、最先端を生き
るさまざまなセレブリティもこぞって彼らの
デザインを着用した。しかしながら、ファッ
ションでアートを超越するような究極のスタ
イルであったため、それを追い求めたデザイ
ナー自身のテンションでさえ不安定となり、
2010 年にマックイーンは自殺、2011 年に
ガリアーノはユダヤ人に対する差別発言で逮
捕という形で、スタイル同様にデカダンスな
終焉を迎えることとなってしまう。究極の芸
術、ファッションを求めた結果、すなわち身
を削り制作に挑んだ結果、そのような結末を
迎えたとも言える。

イギリス系デザイナーの彼ら 2 人のファッ
ション界全体への影響は計り知れなかった
が、彼らがファッション・シーンから消え
て以降は、デザインそのものが見直される
こととなり、デザインしないことがデザ
インと思われる時代、つまりはノームコ
ア（normcore）2) の 時 代 と な っ て い く。 そ
のトレンドの中心にいたデザイナーはクロ
エ（CHLOE）及びセリーヌ（CELINE）のク
リエイティブ・ディレクターとして活躍した
フィービー・フィロ（Phoebe	Philo,	1973-）
である（写真 5）。

彼女はイギリス人デザイナーであるス
テ ラ・マッカートニー（Stella	McCartney,	
1971-）（ビートルズのポール・マッカート
ニーの娘）のアシスタントからキャリアを始

めており、言うなれば業界内に上述のイギリ
ス系デザイナーの 2 人の影響がまだ認めら
れていた中でトレンドが作られてきたとも考
えられる。

ノームコアの特徴はシンプルでミニマル、
そしてクリーンと誰もが着やすく、そして誰
にも似合いやすいスタイルであったため、そ
の流れは多くのブランドに影響を与え、各ブ
ランドがこぞってそのスタイルを打ち出すよ
うになっていく。そしてそれらの洋服には特
徴がそれほどなく、シルエットにリラックス
感があり、多くの人々に着やすい、つまりは
売れやすいため、そのトレンドは長く続いた。

しかしながら、ファッション・トレンドは
つねに流れていくものである。トレンドとは
すべての人々に行きわたると同時に徐々に飽
きられていく。そのようにノームコアのスタ
イルが飽和しきっていたとき、そして業界内
で人々が新たなスタイルを求め、新たなゲー
ムチェンジャーが待ち望まれていたときに突
如現れたのが、ヴァザリアである。

写真 5　セリーヌ	2012プレ秋（デザイナー：フィロ	）	
（ 出 典：https://www.vogue.com/fashion-shows/pre-
fall-2012/celine/slideshow/collection#24）
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彼が設立したブランド、ヴェトモンのコ
ンセプトを強く打ち出したそのスタイルは、
ファーストシーズンから、デザインこそまっ
たく異なるが、マルジェラ的なベルギー系デ
ザインの流れにルーツを持つデザイナーであ
ることは明確であった（写真 6,	7）。スタイ
ルそのものは極端なオーバーサイズのデザイ
ンに郵便局員の制服やレーシング・スーツな
どの典型的なセットアップなど、ノームコア
とは真逆の、コンセプト重視のスタイルで
あった。ノームコアは、ある程度のボリュー
ム感を持ち、シンプルな着こなしをよしとす
るクリーンなルックであったが、ヴェトモン
は、ノームコアのシルエットを再解釈して
半歩だけ進め、スタイル自体をヒップホッ
プ・カルチャーにルーツを持つストリート・
ファッションを意識して提案したものだっ
た。ヒップホップ・スタイルはゆったりとし
たボリューム感が特徴である。つまり、スタ
イルはシンプルなノームコアとは真逆である

が、シルエットはノームコアから少しだけ進
んだ新しいスタイルを打ち出したことが秀逸
なデビューとなり、たちまち人々の話題と
なっていく。

ストリート・ファッションを意識したデザ
インはヴァザリアのルーツによるものという
よりも、あくまでも時代を的確に客観的に捉
えて、ボリューム感に反映させた結果だと思
われる。そこが、後のラグジュアリースト
リート・ムーブメントの中心に躍り出たアブ
ローとは異なる（写真 8）。アブローは彼自
身のスタイルの源流であるヒップホップ・カ
ルチャーをデザインの基軸におき、それらを
基盤に芸術的な要素を加えてハイファッショ
ンへ昇華させるのが彼の特徴だが、ヴァザリ
アに至っては、より客観的視点でストリート・
ファッションを捉えてコレクションを打ち出
していったと察せられる。つまりはコンセプ
トを重視してコレクションを構成しているか
らこそなせる客観的アプローチと言える。

写真 6　ヴェトモン	2015 秋
（デザイナー：ヴァザリア）

（出典：https://www.fashionsnap.com/collection/
vetements/2015-16aw/#lg=1&slide=19）

写真 7　ヴェトモン 2015 秋
（デザイナー：ヴァザリア）

（出典：https://www.fashionsnap.com/collection/
vetements/2015-16aw/#lg=1&slide=7）
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ヴァザリアはヴェトモンで 2014 年にパリ
にデビューしてから、2015 年にはバレンシ
アガのデザイナーに就任している。デビュー
から 1 年の期間にハイブランドのデザイナー
に就任したという事実から、彼のブランドの
打ち出したイメージがいかに鮮烈であり、か
つビジネス戦略が秀逸であったかが窺える。
自身のスタイルを持ちながらも客観性を持っ
て企画を打ち出すことが、デザイナーの大切
な要素だ。自身の持って生まれたスタイルだ
けに頼って企画をしていれば、そのスタイル
から抜け出すことはできない。ヴァザリアは
ヴェトモンとバレンシアガの両ブランドを同
時に運営していくのだが、バレンシアガでデ
ビューした当初とヴェトモンでは同シーズン
であってもデザインがまったく異なる。ブラ
ンドにより求められるスタイルが異なること
を理解し、それを時代の流れに沿わせて異な
るブランドのスタイルをともに打ち出すこと
は容易ではない。しかし、それを可能にする

	

写真 8　オフホワイト2020 春夏（デザイナー：アブロー）
 （ 出 典：https://www.vogue.com/fashion-shows/
spring-2020-menswear/off-white/slideshow/
collection）

写真 9　バレンシアガ	2016 秋
（デザイナー：ヴァザリア）

（出典：https://www.vogue.com/fashion-shows/fall-
2016-ready-to-wear/balenciaga/slideshow/collection#5）

写真 10　ヴェトモン 2016 秋
（デザイナー：ヴァザリア）

（ 出 典：https://www.vogue.com/fashion-shows/fall-
2016-ready-to-wear/vetements/slideshow/collection）
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方法がある。コンセプトに重きをおいて物事
を思考し、そのコンセプトに沿わせて計画を
遂行するということである。商品開発の常識
の定義とされる「マーケットイン」「プロダ
クトアウト」の思考法のみではその状況は打
破できない。写真 9,	10は、2016 年秋冬シー
ズンのそれぞれのブランドのコレクションで
ある。コンセプトにもとづいて制作されたコ
レクションであるため、ルックが極端に異な
る。

ヴァザリアはヴェトモンとバレンシアガの
両ブランドに対しコンセプトを強く打ち出
し、両ブランドをともに人気ブランドへと変
貌させた。ファッション・デザイナーの視点
から見ると、コンセプトを前面に打ち出して
商品とするヴァザリアのスタイルは、マル
ジェラのそれと同じと言える。両人のデザイ
ン自体はまったく異なるが、手法が同じなの
である。ここにコンセプトを立ててオリジナ
リティを追求して制作を進めることがデザイ
ナーには最重要であるというアカデミーの教
育理念をみる。

現在、ヴァザリアは自ら起こしたヴェトモ
ンを売却し、バレンシアガに専念している。
ここにも世界的な成功を収めていた自身のブ
ランドをイタリアのデニム・ブランドである
ディーゼル（DIESEL）に売却したマルジェ
ラとの共通点をみるのである。会社を大きく
して売却するのは成功の一つの理想形と考え
られるが、それを 30 代で行う卓越したビジ
ネスセンスも彼のデザイナーとしての顕著な
特徴の一つである。それゆえにバレンシアガ
は彼がデザイナーに就任して 7 年経た今も
フレッシュなイメージであり続けている。

4.2　ラフ・シモンズ
1968 年生まれ、ベルギー、ゲンク出身。
ラフ・シモンズはアントワープ系デザイ

ナーとして、またアントワープ・シックス以
降のベルギーデザインを語るうえで、必ずそ
の中心的デザイナーとして語られる。アカデ

ミー関係者の中でも際立って特別な存在であ
り、それと同時にデザイナーとしても世界的
に稀有な存在である。まず彼はアントワープ
系デザイナーとして広く認知されているが、
実はアカデミーの出身者ではない。しかし、
彼はアカデミーとの関係はとても深い。なぜ
なら、彼が当時恋人関係にあったヴェロニ
ク・ブランキーノ（Veronique	Branquinho,	
1973-）がアカデミーの卒業生であったから
だ。

1990 年 代 の デ ビ ュ ー 以 降、 世 界 的 な
ファッション・デザイナーとして成功した今
もなお、シモンズの影響力は世界中に認めら
れる（写真 11）。当時の恋人、ブランキーノ
は卒業して間もなくパリでコレクションを発
表し、瞬く間に世界的に人気デザイナーと
なっていく（写真 12）。その少し前に、シモ
ンズはミラノでコレクションを発表してい
た。そして 2 人で世界的な人気ブランドの
デザイナーとして世に出ていったのだ。

写真 11　ラフシモンズ 2019 春
（ 出 典：https://www.vogue.com/fashion-shows/
spring-2019-menswear/raf-simons/slideshow/
collection）
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シモンズは工業デザインを学んだ後にアン
トワープ・シックスの内の 1 人であるベイ
レンドンクのアシスタントとなる。彼の展示
アシスタントとしてパリへ行った際に、初め
てマルジェラのショーを見てファッション界
でキャリアを積むことを決める。1995 年の
デビュー以来、一貫してメンズウエアを展開
してきており、その服のシルエットはつねに
時代を的確に捉えており、今の空気から半歩
だけ進めた未来を感じさせるスタイルの雰囲
気を持っている。そして、リアルクローズ 3)

でありながらどこかに少年的なイメージを持
たせたようなスタイルを得意とする。

シモンズはファッション・デザイナーを目
指すべく、アカデミーの門をたたいた際、ロッ
パ学科長に断られている。その理由は、面談
の際に持っていった彼がデザインした服の質
が高く、すぐにビジネスになると考えたロッ
パは学校へ行くのではなく、ミラノで発表す
るように勧め、彼は言われたことをそのまま
実行した。

若者文化とその周辺の音楽性を含めたかの
ような独特のスタイルは、イギリスやアメリ
カの文化をヨーロッパの本国から捉えた新鮮
な感覚で、瞬く間に人気ブランドとなって
いった。シモンズの場合は、音楽やアート、
若者文化を服作りのコンセプトの中心におい
ていたため、独自性を持つことができたのだ
が、アカデミーでの教育を受けておらずとも、
ベルギーのデザインと慣習に対する深い理解
が身についていたということであろう。

95 年にミラノでデビュー後は発表の場を
パリに移す。彼はファッション・デザインを
学んだわけではないのだが、ヘンクの LUCA
スクール・オブ・アーツ（LUCA	School	of	
Arts）で工業デザインを 5 年間学び卒業して
いる。この辺りもロッパが彼にアカデミーで
学ぶ必要はないと伝えた理由であったかもし
れない。その後、ブランキーノとともに、イ
タリアのレザーの老舗ブランド、ルッフォリ
サーチで共同デザイナーに就任したのを皮切

写真 12　ヴェロニクブランキーノ 2015 秋
（ 出 典：https://www.elle.com/jp/runway/g450138/
fw2015-female-paris-veronique-branquinho/）

写真 13　ジルサンダー 2008	春夏
（デザイナー：シモンズ）

（出典：https://www.vogue.com/fashion-shows/
spring-2008-ready-to-wear/jil-sander）
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りにさまざまなブランドのクリエイティブ・
ディレクターに就任していく。

これが、シモンズがデザイナーの中でも特
別な存在としてファッション界で強い影響力
を持ち続けているゆえんだ。2005 〜 2009
年まではジルサンダー（写真 13）、2012 〜
2015 年にはクリスチャンディオール（写真
14）、2016 〜 2018 年にはカルバンクライ
ン（写真 15）、2021 年から現在はプラダ（写
真 16）とまったく異なるイメージのブラン
ドを各国で成功させていく。すべてのブラン
ドでブランド本来のイメージも維持したうえ
で、シモンズ特有のスタイルも取り入れなが
らブランドを成功に導いてきた。とくにクリ
エイティブ・ディレクターとしてジルサン
ダーとの関係は秀逸であったと思う。

ここまで数多くのブランド・ディレクター
となり、いずれもイメージがまったく異なる
ブランドであり、そして自らのブランドを運
営しながら、それらを成功に導いてきたデザ

写真 14　クリスチャンディオール 2015 プレ秋
（デザイナー：シモンズ）

（出典：https://www.vogue.com/fashion-shows/pre-
fall-2015/christian-dior/slideshow/collection）

写真 15　カルバンクライン 2017 秋
（デザイナー：シモンズ）	

（出典：https://www.vogue.com/fashion-shows/fall-
2017-ready-to-wear/calvin-klein/slideshow/collection）

写真 16　プラダ 2022 春（デザイナー：シモンズ）
（出典：https://www.vogue.com/fashion-shows/
spring-2022-ready-to-wear/prada/slideshow/
collection）
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イナーは彼をおいて他にはいないだろう。も
ちろん、クリエイティブ・ディレクターとし
てディオールオムやサンローランで活躍し
たエディ・スリマン（Hedi	Slimane,	1968-）
や上述したクロエやセリーヌを人気ブランド
としたフィロらが思い出されるのだが、彼ら
はあくまでもクリエイティブ・ディレクター
の仕事に専念しており、自らのブランドは運
営していない。前節でも触れたが、異なるブ
ランドを同時に進行させていくにはコンセプ
トに重きをおいて制作を進めることが必須
だ。なぜなら、それらが明確でないとどうし
てもそれぞれのコレクションの雰囲気が近く
なってしまう。アカデミーでの教育を受けて
いないシモンズにそれが身についているとい
うことに、ベルギーデザインの底を流れる思
想と哲学の強さをみる。

シモンズは自らのブランドを運営しながら
数々のブランドのクリエイティブ・ディレク
ターとなり、それらを成功に導いてきた。そ
れゆえに、彼は想像力とたぐいまれなビジネ
スセンスと強い交渉力を持った唯一無二の業
界内での存在と言える。アントワープに拠点
をおき、各国でビッグ・ブランドを次々と大
きく発展させ成功させてきた様は、十数世紀
前にヨーロッパの大半に勢力を拡大したフラ
ンク王国の中心の地であったベルギーの人々
の末裔である影響も多少なりともあるのでは
と考えるととても興味深い。そしてかつて
のヨーロッパ商業の中心地であったフラン
ドルの血を引くデザイナーであることを考え
ると、彼のデザイナーとしての功績はアカデ
ミー出身であろうがなかろうが、自然である
と思わずにはいられない。　

4.3　マルタン・マルジェラ
1957 年生まれ、ベルギー、ゲンク出身。
マルタン・マルジェラは 1990 年代にはつ

ねにファッション界の話題の中心であった。
そして、数多くの有名セレクトショップの中
心的ラインナップとなっている。現在、マル

写真 17　マルタンマルジェラ 1997 秋
（ 出 典：https://www.vogue.com/fashion-shows/
fall-1997-ready-to-wear/maison-martin-margiela/
slideshow/collection）

写真 18　マルタンマルジェラ 1990 春
（出典：https://369blog.work/maisonmartinmargiela
collection1/）
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ジェラ本人は、会社をイタリアのカジュアル・
ブランド、ディーゼルに売却し、業界の第一
線から退いている。しかし、引退してもなお、
彼ほど多く語られてきたデザイナーはいない
だろう。

会社を売却したのが 2008 年であるので、
すでに 14 年が経っているが、いまだに彼の
影響力は業界内で強い。ディーゼルによる買
収後、ブランドのデザインは、しばらくデ
ザインチーム全体で企画運営されてきたが、
2015 年にガリアーノをデザイナーとして起
用してブランドの再生を図り、成功を収めて
いる。

マルジェラを語るうえでアントワープ・
シックスとの関係は切り離せない。しかし、
アントワープ・シックスとして同世代がロン
ドンでデビューした当時、マルジェラはパリ
にてジャン・ポール・ゴルチエ（Jean	Paul	
Gaultier,	1952-）のもとでアシスタントをし
ていた。もともとアントワープ・シックス
は、ドリス・ヴァン・ノッテン（Dries	Van	
Noten,	1958-）、アン・ドゥムルメステール

（Ann	Demeulemeester,	1959-）、ウォルター・
ヴァン・ベイレンドンク、ディルク・ヴァ
ン・サーン（Dirk	Van	Saene,	1959-）、ダー
ク・ ビ ッ ケ ン バ ー グ（Dirk	Bikkembergs,	
1962-)、マリナ・イー（Marina	Yee,	1958-）
の 6 人を指していたが、その後イーが抜け、
1957 年生まれのマルジェラが加わる。マル
ジェラ本人はブランド設立当初はメディアに
も出ていたが、その後一切出なくなった。

アントワープ・シックスはアカデミーを卒
業後、ロンドンでショーを行い、その独自性
と実力で瞬く間に世界的に評価を受け、その
数シーズン後には若くして世界の中心に躍り
出ていく。彼らは強烈な個性を放っていた
が、成功した理由は今までにファッション界
には存在しなかったベルギー独特のスタイル
を持っていたからだ。当時の業界の流れとし
ては、コム・デ・ギャルソンをはじめ、ア
ヴァンギャルドな東洋からの刺客である日本

ブランドが賛否から賞賛に変わっていった時
代であった。アントワープ・シックスはその
時代の流れを的確に捉え、洋服を起源として
持たないアジアからの流れも取り入れて、か
つてのヨーロッパの中心地に起源を持つ彼ら
ならではの、グローバルな視点と感覚で現代
ファッションを再解釈し、新しい洋服のスタ
イルを世に出していったのだ。日本人デザイ
ナーの、服を身体に羽織るスタイルに色濃く
影響を受けながらも、ヨーロッパ衣服の源流
である生地を体に沿わせてカッティングを加
えるクチュール的テーラリングをデザインの
起源としていた彼らのスタイルは独特だった
のである。

マルジェラを一言で評すとコンセプチャル
なデザイナーと言える。つまり、シーズンご
とにコレクション・コンセプトを打ち立て、
そのコンセプトをもとにクリエイションを組
み立てていくという手法だ。それぞれのシー
ズンで打ち出されるコンセプトは強く、そし
て究極にまで削ぎ落とされていてシンプル
だ。コンセプトに重きをおいてクリエイショ
ンを進めるのは、まさにアカデミーのそれと
同じである。

マルジェラは数々の有名なコレクションを
発表し、シーズンごとにカルト的な人気を博
したが、もっとも有名なものに平面の服があ
る（写真 19）。平面の服と聞くと着物をはじ
めとするオリエンタルな民族衣装を想像しが
ちだ。しかし、インスピレーションの源こそ
着物と言われてはいるが、彼のコレクション
のそれは着物とはまったく異なる。マルジェ
ラが考える平面の服は脱いだときに平面にな
る服であり、それは着物と同じなのだが、着
用すると見えていなかった部分が起き上がっ
てくるハンガーイラストそのものを着ている
ような、まったく新しいアプローチの服で
あった。より平面感を表現するため仕上げに
服全体にプレス圧がかけられている。パリコ
レクションでもモデルが着用せずに、服を手
持ちし、平面の状態で見せた。
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そして人が着るとそれはシンプルで過激で
あり、アヴァンギャルドの極みと言える。こ
のシンプルさがベルギー系デザイナーたるゆ
えんであり、同時期に流れを創っていったイ
ギリス系デザイナーとは異なる東洋的なそぎ
落とす美にも近いセンスを感じる。

ビジュアルを追求して究極の美を求めるこ
とが正しいとされていたファッション界に、
コンセプトにフォーカスし、美と醜の間を問
い、新たなスタイルを打ち出す彼の切り口
は上述したヴァザリアやシモンズをはじめ、
1990 年代後半以降に業界で活躍するデザイ
ナーたちに多大なる影響を与えた。

シモンズとヴァザリア両人ともにマルジェ
ラの影響を色濃く受けていたことを明言して
いる。繰り返すが、マルジェラを一言で評す
と、やはりコンセプチュアルなデザイナーで
ある。コレクション制作において、コンセプ
トを立て、それにもとづき制作を進める。と
きにはコンセプト重視で制作を進めるがゆえ

に、足袋ブーツのように今まで人々が見たこ
ともない物が商品として生まれる。そのぎり
ぎりの美か醜かさえデザイナー本人も判断し
がたい商品を世に送り出してきたことが、マ
ルジェラが一線を退いた今も高く評価される
ゆえんであろう。

シモンズもマルジェラに影響を受けている
が、コンセプトを前面に打ち出すマルジェラ
とは違い、よりスタイルにもとづいたコンセ
プトを重視して新作を打ち出してくる。たと
えば、「何年代のモッズ風」など、ビジュア
ルやスタイルからのコンセプトであるので、
デザイナー本人が美か醜かの判断をしたうえ
でのアプローチである。なぜならスタイルを
コンセプトとするということは、すでに過去
に存在していた何かをもとにコレクション制
作を進めているからだ。

一方、ヴァザリアはマルジェラと同じアプ
ローチをするため、ときには賛否の的にさら
される。しかし、その賛否こそがファッショ
ンにおける賞賛であり、まだ見ぬ未来へのア
プローチに向けてクリエイションを行ってい
る証拠である。このコンセプトを立ててから
制作を進める方法は、上述の通り、アカデミー
がオリジナルな企画を進めるうえでもっとも
重要視している教育方針である。

5　考察	

5.1　アカデミー教育の特徴
5.1.1　デザイン画の反復

アカデミーでのファッション教育の特徴
は、まず徹底的にデザイン画を描くことであ
る。つまり絵を描くという行為を繰り返すこ
とである。1 年生から 4 年生まで徹底的にデ
ザイン画を何枚も何枚も描くのだが、学生時
代にはこの真意はわからなかった。しかし、
自らがデザイナーとして活動する中でその意
味を少しずつ理解してきた。そして、教職に
つき約 10 年間、学生たちにファッション・
デザインの方法を言葉で伝えることを通し

写真 19　マルタンマルジェラ 1998 春　平面の服
（ 出 典：https://www.vogue.com/fashion-shows/
spring-1998-ready-to-wear/maison-martin-
margiela/slideshow/collection）
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て、何枚もデザイン画を描くことの意味がよ
り明白になってきた。すなわち、反復訓練を
行うことにより、必然的に画力が上がる。さ
らに、デザイン画を描き続けるとデザインそ
のものを手が覚える次元になる。そして、考
えずとも空でデザインが描けるようになって
くる。

1980 年代のジャケット・デザインを例に
説明をすると、ジャケットのデザイン画を繰
り返し描き続けると、何度も描かれている
ジャケット・デザインに 80 年代の雰囲気を
持たせて、進化させることが可能となる。生
み出されるデザインはたんなるジャケットの
デザインとしてではなく、80 年代風の雰囲
気が漂うルックとなって紙上に現れる。これ
がデザインするという行為であり、アカデ
ミーが数多くのデザイン画を課す理由だと考
える。

5.1.2　個人指導
デザインの授業はもちろんのこと、パター

ンの授業も徹底した個人指導のもとで進行す
る。アカデミー自体が芸術大学であるため、
芸術は個々の創造力を表現する場であり、そ
れぞれのアイデアが尊重される世界とされて
いる。このため、1 年生の時点から、各学生
が教師との対話のもと、各々のプロジェクト
を個人で進めていく。教師は学生との対話と
デザイン画のキャッチボールを通じて学生の
嗜好や癖を見つけ、膨大なファッションや文
化に関する知識の中からさまざまな質問を投
げかけ、知識が十分でない点についてはヒン
トを与える。逆に教師が知りえない学生の出
身国の情報などに関しては教師が学生から教
えられる。そういった対話の中からより深い
レベルで物事への思考レベルが進展し、デザ
インも深化することとなる。また、教師は各
学生に相応しい方法でその創造力を最大化
し、一級のデザイナーを育てることが可能と
なる。

5.1.3　体系的な教育
アカデミーのファッション学科の教育の

特徴として、4 年間を通して一貫した体系的
な教育があげられる。1963 年にプライオッ
トが学科長に就任以来、少しずつ形を変え
てきているが、根幹となる教育方法は一貫
して貫かれている。結果、1980 年代であっ
ても 2010 年代であっても、時代を創るデザ
イナーを生み出し続けている。これはアカデ
ミーの体系的な教育方法が正解であったとい
うことをしっかりと証明している。

先述の通り、1 年目にスカート、ドレス、
実験的ドレスを作り、もっとも簡単な構成で
できる服、体の可動域を意識した服、体を覆
う素材としての服を知り、2 年生では歴史衣
装の復元を行い、その再現に際し、受けた
インスピレーションから、コレクションを 5
体制作する。3 年生は民族衣装の再現を行い、
そこでインスピレーションを受けて、8 体の
コレクションを制作する。4 年生は自由課題
で 12 体制作する。アカデミーは毎年この教
育方法を変わらず行ってきた。それぞれの課
題での役割は明確であり、それを乗り越える
ごとに力が付いていくシステムである。1 年
ごとに制作する数や調査に求められるレベル
が徐々に上がり、4 年間在籍する間に自ずと
実力がついていく。そのシステムに乗るだけ
で、精神面、技術面の両側面からも自然とデ
ザイナーになっていく準備ができていくので
ある。このシステムこそが、アカデミーの教
育の肝である。学年が上がるにつれてプログ
ラムが難しくなることで、学生は年を追うご
とに体系的に実力をつけていくことになるの
だ。

5.1.4　外部へのアピール
外部へのアピール材料として、卒業時の

ファッション・ショーに大変力をいれていて
いることもアカデミーの特徴と言える。これ
はたんなる卒業ショーの域を超え、アント
ワープの人々が長期休暇に入る前の街をあげ
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ての一つのエンターテインメントとして機
能している。1 年生から 4 年生までが全員参
加する権利が与えられるのも特徴だ。その
ショーは数千人規模の来客を迎えて有料で行
われ、会場内でアルコールが飲めたり、白夜
の時間帯を音と光で巧みに調和させた空間演
出があったりエンターテイメントとしてもレ
ベルが高い。観客としては、大箱のクラブに
遊びに来たノリに近い感覚だと思われる。

そして、各国からジャーナリストやバイ
ヤー、老舗メゾンのディレクターや、それら
の会社へのヘッドハンターなどをショーに招
待する。当然のこととして学生は彼らにへア
ピールするために制作に熱が入る。業界関係
者へ自らの作品を見せるという責任感と将来
の夢への実現に近づこうとする思いから、学
生の様相はデザイナー然としていき、精神的
にも成長を遂げていくことになる。

クリエイティブな仕事を目指す者にとっ
て、一番の喜びは作品を発表できる場、つま
りそういった環境を得ることだと思う。アカ
デミーではそれが 1 年目から用意されてい
るので学生は熱意を持って制作に打ち込むこ
とができ、その個々の熱量がクラス全体のレ
ベルを上げることにつながる。さらには多
くの聴衆の前で発表することを 1 年生から 4
年生まで続けることにより、卒業時にプロと
してショーを行う実力が自然と身につくこと
となる。

5.2　ベルギーの影響
5.2.1　商品の特徴

ベルギーのデザイナーのデザイン的特徴を
一言で言うと、それぞれにオリジナリティが
あるということだ。見た目から入るデザイン
ではなく、スタイルや哲学や文化など、さま
ざまな情報をコンセプトに商品が作られてい
ることが多く、かっこいいとか悪いとかとい
うよりもコンセプトをもとにアイデアを具現
化するため、多くの商品は結果的に斬新な
ルックとなる。そもそも、コンセプトをデザ

インそのものとしてアピールするには、商品
のデザイン自体を削ぎ落とす方が効果的であ
る。わかりやすい例としては、マルジェラの
代表作である足袋ブーツがあげられるだろう

（写真 20）。
その他ベルギー系デザイナーによる商品の

特徴は、身につけたときにもっとも効果的で
あるという点である。かつてのイギリス系デ
ザイナーのような派手さはないが、強さとい
う点では同じである。そして、コンセプト
をもとにデザインを進めても決して行きす
ぎず、人が身につけて初めて成立するのが
ファッションであるということをしっかりと
意識してデザインがされている。

5.2.2　国民性からの影響
私は学生時代とベイレンドンクで働いてい

た時期とを合わせて約 5 年間ベルギーに住
み、ベルギー人と接してきた。その経験から、
ベルギー人の国民性は物事に対してとても寛
容であり、そしてオープン・マインドである
と考えている。上述のマルジェラの足袋ブー
ツは、その最たる例であろう。いろいろな物
事に対してつねに柔軟でないと足袋はアジア

写真 20　マルジェラの代表作、
足袋ブーツ（Tabi	Boots）

（出典：https://369blog.work/maisonmartinmargiela
collection1/）
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の民族衣装の一つとして見過ごされてしまう
だろう。またさまざまな事物に対してリスペ
クトがないと、実際にそれを自らのファッ
ション・ブランドにアイデアとして、持ち込
むことはしないであろう。足袋ブーツが初め
てパリコレクションで発表されたとき、アジ
ア的な物からまったくアジアを感じさせない
ヨーロッパに起源を持つ雰囲気のアイテムが
生み出せることに、日本人が一番驚いたに違
いない。

ベルギー人のそういったオープン・マイン
ドな性格や態度は国自体が小国であるがゆ
え、外国の考えや文化に対してつねに柔軟で
寛容であろうと心がけているのかと、住んで
いた当時は思っていたが、ベルギーはかつて
フランク王国の首都がおかれたヨーロッパの
中心地であったこと、またヨーロッパの十字
路としてさまざまな人々が行きかい文化が発
展してきたことから、ベルギー人には自然と
そのような柔軟性が身についてきたのだと考
え直すようになった。また、そのオープン・
マインドな精神が、アントワープ・シックス
をはじめとする多くのベルギー出身のデザイ
ナーを成功に導いてきた大切な要因の一つで
あると考える。

5.2.3　成功の鍵
アントワープ・シックス以降、ベルギー系

デザイナーがファッション業界を席巻してか
ら、随分時が経ったが、それ以降も数々のア
カデミー出身のデザイナーが業界に現れて
は、世界的に成功を収めている。日本からも
アカデミーで学び、優秀な成績で卒業したデ
ザイナーは多々いる。しかし、ヴァザリアの
ように世界的に成功を収めている日本人デザ
イナーは今のところ現れてはいない。では、
なぜベルギー人、またはベルギーに住むヨー
ロッパ人にはそれができたのか。

それはヨーロッパと日本のアートやビジネ
スに対する基本的な考え方の違いに起因する
ところが大きいと考える。ヨーロッパには

アーティストやファッション・デザイナーに
対して援助を行うパトロンが存在する。また
は若くて優秀な才能やビジネスに対して出資
を行い、ビジネスを拡大成長させていくビジ
ネス・パートナーが存在する。日本にもバブ
ル時代はデザイナーを支援しようとする動き
があったかもしれないが、バブル崩壊以降は
そのような流れはあまり聞かない。つまり、
ファッション・ビジネスを成功させる鍵は、
優秀なデザイナーを教育機関が輩出すること
だけではない。有能な卒業生と理解あるパト
ロンとの関係性のバランスがとれて初めてビ
ジネスは成り立つことも忘れてはならない。
どちらかが強すぎても、逆にビジネス・パー
トナーと仲が良すぎても成功するとは限らな
い。最適なパートナーを見つけることはとて
も大切である。

東京都と企業が組み、数組のブランドに対
して、それなりの金額を数年の間出資する

「TOKYO 新人デザイナーファッション大賞」
のようなビジネス面からのデザイナー支援が
日本にもあると思われるかもしれない。しか
し、ファッションの中心はヨーロッパであり、
コレクションごとにヨーロッパに渡航し、展
示を行うだけでも資金が要り、2、	3 年間の
出資ではヨーロッパで人気を博すブランドに
育てるには十分とは言えない。さらに、ファッ
ションの趣味嗜好が日本とヨーロッパでは違
いがあるし、体形やサイズの違いがあること
も忘れてはならない。バブル期に日本国内で
成功を収めたブランドがパリに行って成功で
きた重要な要因として、それぞれのブランド
が国内での人気が絶頂期を迎えた後にパリへ
発表の場を移しているので、発表を続けて認
知を得て人気ブランドとしていくのに十分な
資金があったことを指摘できる。

アカデミーでの教育は 50 年を経てすでに
完成形に達している。つまりは学生が集まり
さえすれば今後も体系的な教育プログラムの
もと、有能なデザイナーを輩出させ続けるで
あろう。そして、優れた才能に対してパトロ
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ンが出資を行うヨーロッパ社会の特徴を考慮
すると、世界的に成功を収めるファッション・
デザイナーは今後も現れ続けるであろう。

6　おわりに

アカデミーでのファッション・デザイン教
育とはどういったもので、そしてアカデミー
出身者に世界的に成功しているデザイナーが
多く存在していることは、教育を受けた身と
して体感的に納得はできており、またその教
育方法がファッション・デザイナーの視点か
ら有益であると理解はしてはいるものの、こ
れまで言語化して伝えることは容易ではな
かった。しかし、それはある時を境により可
能になっていった。それは私自身が教員とし
て学生と対峙するようになったからに他なら
ない。それぞれの学生がどの段階にいるか、
何が得意で何が不得意であるかは千差万別
だ。それぞれに対して何をすれば今よりもデ
ザインが良くなるかを、日々のデザイン画を
通して伝えることを試みてきた。そのために
は、自らもデザイン行為そのものを分析、分
解して理解する必要があり、デザインが生み
出される仕組みや手を動かすことと脳の関係
も理解して伝える必要があった。そうするこ
とで私自身のデザイン行為に対する理解もよ
り深まり、伝えるために自らの体を使って実
験を行い、その結果を検証することもできた。

本研究がファッション・デザイナーを志す
学生の役に立つ内容となることを願う。そし
て今後はアカデミー以外の教育方法に関して
も研究していくとともに、逆に世界的に成功
を収めているデザイナーがどのような教育を
受けてきたか否かも改めて調査し、教育と
ファッション・デザイナーの成功の関係もま
とめたい。今後は、デザインが生まれる仕組
みは手と脳の関係に深く関わりがあり、デザ
イン学が運動生理学やリハビリをともなう医
学などにも有益な内容となりえるという仮説
をもとに研究に努めたい。
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機会がなかった私にこのような機会を与えて
くださった永澤陽一先生（国際ファッション
専門職大学）に感謝申し上げます。執筆中は
多くの励ましの言葉をいただきました。また
筆が思うように進まないときにアドバイスと
励ましの言葉をかけていただきました田中雅
一先生（国際ファッション専門職大学）に感
謝申し上げます。本稿は、本学基幹共同研究

「ファッション教育の比較研究」（代表：田中
雅一、2022 年度）の成果です。

別記付録　アントワープ王立芸術アカデミー
日本人卒業生インタビュー

1　岡部裕輔氏

◆名前、アカデミーの卒業年度。
岡部裕輔、2002 年度です。

◆今の仕事内容。
イタリアのミラノのボッテガヴェネタ

（BOTTEGA	VENETA）（写真 21）でシニア・
クリエイティブ・パターンメーカーとして働
いています。

◆アカデミーで学ばれたきっかけや動機。
オーストラリアのブリスベンでファッショ

ンの勉強をしているとき、日本でファッショ
ンをもっと勉強するかヨーロッパへ行くか悩
んで両親と相談した結果、たまたま日本の雑
誌でアントワープの学校のことを知り、調べ
てみたらその翌年から外国人の受け入れをす
ると聞いて受けてみました。

◆入学後の印象。
オーストラリアのゴールドコーストにそれ

まで 9 年くらい住んでいたので、なんだか
暗いイメージがありました。クラスも小さく
て、学校もオフィスの一室のような感じで小
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規模なことに驚きました。

◆学生生活で印象に残っているエピソードな
ど。

1 番印象に残っているのは、1、2 年生の
頃に 4 年生の生徒の作品などみて卒業ショー
も近かったのもあって、服であんなものを作
れるのかと驚き、自分も頑張ろうとかなりや
る気を掻き立てられました。

◆アカデミーで学んだことは仕事にどのよう
に役に立っているか。

やはりあまり周りを見ず自分を信じて物を
作ったりデザインしていくことだと思いま
す。自分の中にある気持ちを信じて進むこと
かと思います。

◆多くの卒業生が独立系デザイナーとして活
躍し、業界にセンセーションを巻き起こすこ

とができた理由。
ヨーロッパやニューヨークでいろいろな学

校の卒業生にも会ったり、一緒に仕事して来
ましたが、ハンブル（humble）	 な精神で変
な意味での自信を持たず現状に満足すること
なく努力して突き進むことかと思います。

◆アカデミーではクリエイション教育が中心
でビジネス教育などを行っていないのに、世
界的にビジネスで成功しているデザイナーが
数多くいる理由。

この辺は卒業後の会社の経験が大きいかな
と思います。やっぱりビジネスは大事です
し、チームを持って会社を始めるとそれぞれ
の生活などもありますし、責任感なども持っ
て運営していかないといけないですし、アン
トワープの卒業生に関してはまじめな人が多
い印象があります。

◆今後のビジネスプランと目標。
働いていると最近のヨーロッパやアメリカ

の学校での技術面接での勉強する時間がどん
どん短くなりつつあって、今までの経験など
を活かして少し学校で教えていきたいと思っ
ています。

2　瀬尾英樹氏

◆名前、アカデミーの卒業年度。
瀬尾英樹と申します。2005 年度の卒業で

す。

◆今の仕事内容。
私が卒業するときのファッション・ショー

に、審査員として来ていたパリのデザイナー、
ア ズ デ ィ ン・ ア ラ イ ア（Azzedine	Alaia,	
1935-2017）に評価をいただくことができ
ました。その後、彼の存命中はファースト・
アシスタントとして、現在はメゾンアライア
のデザイナーとして勤務しております。

写真 21　	ボッテガヴェネタ 2020 春（岡部のボッテ
ガヴェネタでのモデリストとしての仕事）

（出典：https://www.vogue.com/fashion-shows/
spring-2020-ready-to-wear/bottega-veneta/
slideshow/collection）
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◆アカデミーで学ばれたきっかけや動機。
日本では京都市立芸術大学にて、ビジュア

ルデザインを専攻し、グラフィックデザイ
ナーとして働いておりました。学生時代よ
り、世界のさまざまな文化の違いを体験する
ことに魅せられチベットやインドなど、いろ
いろな国を訪れるにつれ、自分にとって、そ
の文化の違いがもっとも顕著に現れる『服』
を学びたいと考えました。そのため、当時い
い学校のあった、ニューヨークやロンドンに
も行ってみたのですが、何かを学ぶとしたと
きに、決して大きすぎないアントワープの街
のサイズ感が自分に一番合っていると確信し
ました。また、学費や生活費など、すべてが
経済的だったのも選択の大きな理由の一つで
す。

◆学生生活で印象に残っているエピソードな
ど。

私は日本で芸術系大学の入試を経験してお
りましたので、まずは入試の考え方の違いに
驚かされました。当時、アントワープの入試
は石膏デッサン、色彩構成、そして面接だっ
たかと記憶しております。とくに石膏デッサ
ンでは、日本の入試では目の前の石膏を正確
に描くことが最大の課題ですが、たまたま隣
にいたベルギー人は石膏をみながらドクロを
デッサンしていたのです。私は周りを見渡す
限り、誰よりも正確にデッサンできていたの
ですが、ドクロの彼は合格、私は不合格とい
う結果でした。当時入試は年 2 回あり、こ
ういった経験から 2 回目の入試で合格する
ことができたのですが、入試早々、価値観そ
のものを見直すいい機会となったことを覚え
ております。

◆入学後の印象。
私の代は、入学生 60 人に対し、卒業生は

7 人でした。毎年度、厳しい進級審査があり、
授業についていけない学生は自主的に辞めて
いきます。そのため、クラスの中には切羽詰

まった緊張感があり、学生間でのジェラシー
や競争意識は独特です。ただ実社会の縮図の
ような部分もあるかと思います。

◆アカデミーで学んだことは仕事にどのよう
に役に立っているか。

アカデミーではファッションの歴史など、
基本を学びながら、それをどう自分なりに展
開していくかということに集中しています。
そして究極まで自分のものにできたとき、新
しいものにつながります。この発想の仕方は
実社会においても大いに役に立つ部分です。

◆多くの卒業生が独立系デザイナーとして活
躍し、業界にセンセーションを巻き起こすこ
とができた理由。

個人的な意見ですが、パリやロンドンでは
なく、ある意味ファッション中心地外からの
アプローチは、独特で新しく映る部分がある

写真 22　	瀬尾英樹が自らの会社で進めるアートプロ
ジェクト作品

（出典：https://www.barrettbarrera.com/wp-content/
uploads/2017/12/Hideki_Seo_Artist_Packet_2018.
pdf）
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のではと考察しております。また、たとえ
ばアントワープとパリの立地条件は絶妙で、
TGV で２時間くらいです。そのためか、現
在もアントワープに住みながら、パリで活躍
するデザイナーもいます。週末などの時間を
利用して、穏やかなアントワープにエスケー
プしやすい状況は、現代の高度なパリファッ
ションからくるストレスに対応するためにい
いのかもしれませんね。

◆アカデミーではクリエイション教育が中心
でビジネス教育などを行っていないのに、世
界的にビジネスで成功しているデザイナーが
数多くいる理由。

もちろんデザイナーという職業はビジネス
なしでは成り立ちません。世界的にビジネス
でも成功しているデザイナーは、みんなビジ
ネスを担当するいいパートナーがいると思い
ます。クリエイションとビジネス、その相反
する両方を 1 人の人間に教育することが可
能であれば私も大変興味があります。

◆今後のビジネスプランと目標。
アントワープでファッションの勉強をはじ

め、パリでデザイナーとして勤務して、ヨー
ロッパでの生活も 20 年以上になりました（写
真 22）。これからもその経験を積むとともに
祖国日本にもこういった体験談をお伝えでき
る機会があればとも考えております。

3　堀内太郎氏

◆名前、アカデミーの卒業年度。
堀内太郎、	2007 年度卒業です。

◆今の仕事内容。
現在は自身のブランド “th	products”（写
真 23）を運営して 5 年目になります。他に
は国内大手グローバルブランドのデザイン／
ディレクションや化粧品や航空会社のユニ
フォーム制作なども行っています。

◆アカデミーで学ばれたきっかけや動機。
当時写真を中心としたアートをイギリスで

学んでいたのですが、写真を通して被写体の
着用している洋服に興味を持つようになりま
した。美術大学に通っていたときにマルタン・
マルジェラの作るアートとファッションの混
ざりあったような服に強く惹かれ、いろいろ
と調べるうちに彼が学んだアントワープ王立
芸術アカデミーを知ってそこで学びたいと考
えました。

◆入学後の印象。
ほとんどといっていいほど服を作る基本で

あるパターンや縫製に関することに対する教
育はないことに驚きました。学生もファッ
ションを学んできた人は稀で、建築や心理学
やペインティングなどを勉強してきた人たち
が中心で、授業もおもには自身のアイデン
ティティを探求し、それをデザインに落とし

写真 23　堀内太郎運営のオリジナルブランド、
th	products

（出典：https://fashionsnap.store/collections/th-
products）
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込むことについて繰り返し叩き込まれたと思
います。

◆学生生活で印象に残っているエピソードな
ど。

	 小さな田舎街の中で大した遊びもなく、
淡々と服をデザインして作り続けるだけの生
活を送りました。半年に一度全学生を集めて
行われる進級結果発表のシビれる経験は強く
印象に残っています。厳しくも刺激的な生活
をともに過ごした友人が業界の第一線で働い
ている同志のような感覚で、いろいろな国に
散らばった今も連絡を取り合っています。

◆アカデミーで学んだことは仕事にどのよう
に役に立っているか。

精神力と忍耐力は大きなものかと思いま
す。感覚が麻痺しているのか働きすぎても限
界を超えてしまうことが数年前まではあった
ので、必ずしも、良いとは断言しにくいので
すが。今も 20 代のアカデミー時代に蓄えた
経験の貯金で日々を暮らしているように思い
ます。

◆多くの卒業生が独立系デザイナーとして活
躍し、業界にセンセーションを巻き起こすこ
とができた理由。

アカデミーの教員に追い込まれ続け叩き込
まれる教育からくる、徹底したアイデンティ
ティの追求だと思います。デムナ・ヴァザリ
アやグレン・マーティンス（Glenn	Martens,	
1983-）など近年でも大きく成功したデザイ
ナーを学生時代から近くで見てきましたが、
それぞれが一度はブランドを失敗している。
それでも挑戦することで大きな成功を生み出
していることにはアカデミーの教える「それ
ぞれの持つアイデンティティの追求」が不可
欠だったと思います。

ただアイデンティティの追求は諸刃の剣
で、ある種のバランスを欠いた才能を生み出
すことにもつながるので突出して成功するデ

ザイナーと、大きな才能がありながらも成功
しないデザイナーを同時に生み出します。ブ
ランドやデザイナーの成功は絶妙なバランス
で生み出されるのだと思います。

◆アカデミーではクリエイション教育が中心
でビジネス教育などを行っていないのに、世
界的にビジネスで成功しているデザイナーが
数多くいる理由。

欧米には特別な才能に投資したりパート
ナーになりたいという人や企業が多く存在す
る土壌があります。分業システムの強い西洋
では、デザインもパターンもビジネスもでき
る平均的なデザイナーではなく（すべての業
務に長けているに越したことはないが）自ら
の突出した世界観を強く表現できる才能を求
めているからだと思います。ビジネスや細か
い部分は周りにいるそれぞれの分野の才能が
補えばいいという考えが強いのではないで
しょうか。日本ではデザイナーが社長という
ことも多いですが、西洋では稀であることが
わかりやすい例かと思います。

◆今後のビジネスプランと目標。
自らのブランドを特別なまでに大きくする

ことは今考えていないので適正なサイズを保
ちながらさまざまな分野のデザインに関わっ
ていければと考えています。

〈注〉
1)　この節は私の在学時（1998 〜 2002 年）
を中心に紹介している。
2)　ノーマル（normal、通常）とハードコ
ア（hardcore、核）からなる造語であり、「と
ことん通常」と理解していい。つまり、ジェ
ンダーさえ感じさせないような極端にシンプ
ルな装いということ。
3)　もともとはパリで発表されるデザイン性
の高い高級既製服に対してニューヨークで発
表される、より現実的な着回しが利くアイテ
ムとして使われていた言葉。大西洋を挟んで

国際ファッション専門職大学紀要FAB.indb   63 2023/04/14   16:18:17



64

ベルギー系ファッション・デザイナーの原点とは？―アントワープ王立芸術アカデミーにおけるファッション教育

パリとニューヨークでの服に対する概念の違
いを表す言葉であった。昨今はデザイン性が
高くなく、現実的に着用しやすく、さらに値
段がそこまで高くないものを指す。
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The purpose of this article is to discuss the nature of the education at the Department of 
Fashion, the Antwerp Royal Academy of Fine Arts in Antwerp, Belgium, and the characteristic 
styles of the designers who were influenced by the Academy. First, I describe the education 
at the Academy based on my own experiences. Next, based on my interviews with two 
Japanese designers and one pattern maker, I examine their experiences. All of them studied 
at the Academy and are active in various countries. Finally, l analyze the careers and styles 
of three designers, namely, Demna Gvasalia, Raf Simons and Martin Margiela, who have been 
influenced by the Academy, and made international achievements, either by studying there 
or maintaining close ties with it. As a graduate of the Academy myself, I would also like to go 
back to my own roots as a student and reflect on what I learned at the Academy has helped 
me afterwards. In this article, I would like to examine the relationship between education and 
the reality of the fashion world, or the relationship between fashion design and the fashion 
business, and contribute to the education of future fashion designers from the perspective of 
both a designer and a fashion design educator.

Keywords
Belgium, Antwerp Royal Academy of Fine Arts, Fashion Design, Fashion Education, 
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What	is	the	Origin	of	Belgian	Fashion	Designers?
Fashion	Education	at	the	Antwerp	Royal	Academy	of	Fine	Arts
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